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炭素材料の製造方法

比較的低温な環境で、多量の炭素材料を生成

ナノカーボンをはじめ、炭素材料を生成する方法として、CVD法や電気
化学法が知られている。CDV法では、炭素を供給する物質を分解するた
め、高温下で炭素材料を生成する。また、電気化学法では、CDV法に
比べ低い温度での炭素材料の生成が可能となる。しかし、電気化学法だ
と、炭素材料の生成量が微量であるという課題がある。

本発明によって、比較的低温において、多量の炭素材料を生成するこ
とが可能になった。本発明の製造方法では、温度が100℃以上であり、
圧力が1気圧より大きく、溶質が炭素化合物である水溶液から電気化学
法を用いて炭素材料を生成することを特徴とする。生成される炭素材料
は、ダイヤモンドライクカーボン、カーボンナノチューブ、グラフェン、ダイヤモン
ドおよびフラーレンの少なくとも１つを含む構成とすることができる。本発明
によって比較的低温においても、多量の炭素材料を生成することができる
ようになる。

概要

 太陽電池、二次電池
 工具、機械部品、建築材料
 自動車・航空機
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お問い合わせ

株式会社東北テクノアーチ
TEL ０２２－２２２－３０４９ お問い合わせフォームはこちら

アモルファスカーボンやグラフェンが生成された

応用例 関連文献

10.水溶液
12.作用極
14.対極
16.容器
18.配線
20.密閉容器
22.ヒータ
24.導入管
26.排出管
28.開閉バルブ
30.ガス
32.電圧源

グラフェンシートアモルファスカーボン

生成装置の模式図
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